○○○チェーン契約書
　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（甲）チェーン店主　×××××××××
　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（乙）○○○発売元　株式会社△△フーズ
第1条（目的）　本契約は乙の考案し製造し、かつ発売にかかる菓子○○フードを一定地域において独占的に小売販売する権利を甲に与え、甲はこれの拡販に努め、甲乙相互に協力して、利益の増進をはかるものとする。
第2条（販売地域）　甲が販売する店舗の所在地は、左記のとおりとし、××町を販売地域とする。
　　　　　　　　　　　　　　　住所：
第3条（甲の販売方法）　甲は左のとおり販売する。
1 小売価格　乙の定めた価格による。
2 販売方法　店舗売を原則とし、××町内に限り喫茶店に対する納入を認める。
3 他商品の取扱禁止　甲は他の商品を併売してはならない。喫茶部における飲物は、すべて乙の定めた商品に限る。
4 掛売の禁止　店舗売および喫茶店に対する納入ともに現金取引に限る。
第4条（ノウハウの提供）　乙は甲に対し左のとおり、○○フードの販売の技術知識を無償で提供する。
1 店舗改装の設計、施工の監督
2 従業員の教育
3 商品知識
第5条（商品の納入）　乙は毎日午前１０時までに○○フードを甲の店舗に搬入し納入する。追加注文については、午後１時までに申込みのあった数量につき　　　　　　　　　　午後３時までに搬入し納入する。コーヒー豆、紅茶、カルピス、清涼飲料水、ジュース等については、随時一定数量以上の注文につき搬入し納入する。
第6条（代金の支払）　○○フードの代金については、前日納入分は翌日支払うものとし、その他の商品については毎月１０日、２０日、月末に締め切り、翌旬の末までに支払う。手形等による支払は一切認めない。
第7条（保証金等）　甲は乙に対し、取引保証金として金□□万円を本契約締結と同時に差し入れ預託する。右保証金には利息を付さない。
第8条（広告・宣伝）　乙は○○フードにつき乙の負担において、テレビ、ラジオ、新聞雑誌等の方法により一般的宣伝活動を行う。甲は甲の費用負担において、店舗の看板、表示、チラシ等、個別的な宣伝活動を行なう。
第9条（従業員教育等）　甲が従業員を雇傭しようとするときは、人数、年齢、資格その他、乙の事前による承諾を受けなければならない。従業員の服装は、乙の定めた制服を甲がその費用を負担して、従業員に支給する。甲は従業員を採用したときは、まず一週間乙方における教育を受けさせ、以後随時乙の教育指導を受けさせるものとする。前項の教育に関し、従業員の交通費、その間の給料は甲の負担とし、その余の費用は乙の負担とする。
第10条（店舗）　甲の店舗は乙の設計によるものとし、乙の規格に合致することを必要とする。店舗の模様替、内部改装、拡張、縮小、すべて乙の指導と承認によるものとする。店舗の資料、什器備品の設備等、店舗に関する一切の経費は甲の負担とする。店舗は常に清潔に保ち、衛生を完全な状態に保持しなければならない。
第11条（契約の解除）　甲につき左の事由があるときは、乙の催告を要せず本契約を解除することができる。
1 手形または小切手の不渡りを出したとき
2 代金の支払を１回でも怠ったとき
3 本契約上の甲の地位を第三者に譲渡し、あるいは経営を委任し、あるいは営業を法人としたとき
4 営業開始後６ヶ月を経ても、予定売上額を達成できないとき
5 乙より使用を認められた「○○フード」の商標の信用を著しく傷つける行為のあったとき
6 その他本契約に違反したとき
第12条（商標の使用禁止）　本契約が解除されたとき、甲は「○○フード」の商標の付された看板、標識、伝票類等一切の物品を乙に無償にて譲渡するものとし、事由のいかんを問わず、「○○フード」の商標を使用してはならない。
第13条（帳簿等）　甲は乙の指導により乙の指定する帳簿組織により、営業に関する一切の記録を行なうものとし、何どきでもこれを乙に公開するものとする。
第14条（裁判管轄）　本契約上の紛争については乙の本店所在地を管轄する地方裁判所もしくは簡易裁判所を専属的管轄裁判所とすることに合意する。
　平成　年　月　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（甲）チェーン店主　××××××××
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（乙）○○販売元　株式会社△△フーズ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　▼▼▼▼▼▼▼▼▼
